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「生きがいバス旅行（老人クラブ会員が対象）」６月５日・６日１泊２日の日程で、東伊豆稲取温泉に行って来ました。
参加者は事務局を入れて40名。（男性18名・女性22名）旅行しおりを持って、歌を歌ってみんなで仲良く「ハイ・ポーズ」

印刷・（株）少國民社

・救急用ヘリコプター離着陸場の

建設が始まりました

・丹波山村の高齢化率

・村議会6月定例会

・お知らせ

・各種役員紹介

主な内容
人口と世帯

（15年6月末現在）

人口 892人
男 435人
女 457人
世帯 381戸
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六
月
二
十
四
日
（
火
）
茨
城
県
水
戸
市

で
「
平
成
十
五
年
関
東
防
犯
協
会
連
絡
協

議
会
防
犯
功
労
団
体
・
功
労
者
・
功
労
警

察
官
表
彰
式
」
が
行
わ
れ
、
丹
波
山
村
消

防
団
は
山
梨
県
の
代
表
と
し
て
「
防
犯
功
労

団
体
表
彰
（
関
東
管
区
警
察
局
長
と
関
東

防
犯
協
会
連
絡
協
議
会
長
の
連
名
）」
を
受

賞
。
表
彰
式
に
は
舩
木
昭
和
団
長
が
出
席
し

ま
し
た
。

県
防
災
ヘ
リ
・
県
警
ヘ
リ
・
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

は
現
在
、や
む
を
得
ず
村
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
小

菅
村
の
へ
リ
ポ
ー
ト
を
使
用
し
て
い
る
の
が

現
状
で
す
が
、よ
り
安
全
で
時
間
を
短
縮
す

る
た
め
に
平
成
十
五
年
度
消
防
防
災
施
設
整

備
費
補
助
事
業（
国
）に
よ
る「
救
急
用
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
離
着
陸
場
」
の
建
設
が
始
ま
り
ま

し
た
。今
年
中
の
完
成
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

★ドクターヘリについて 平成12年度に国のモデル事業として「ドクター
ヘリ」が運行されるようになり、平成15年４月１日からは、本格的に運

行が開始されました。ドクターヘリには医師と看護師が同乗し、救命救急センターへ患
者を搬送するものです。搬送先医療機関は神奈川県伊勢原市にある東海大学医学部付
属病院救命救急センターで、丹波山村から救命救急センターまで搬送時間は平均20分。

平
成
十
三
年
九
月
、「
す
べ
て
の
人
々
の

幸
せ
を
願
い
、
明
る
く
住
み
良
い
社
会
を
築

き
上
げ
て
い
く
た
め
、
陰
の
力
と
な
っ
て
活

動
し
て
い
く
こ
と
」
を
目
的
に
『
丹
波
山
村

赤
十
字
奉
仕
団
』
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
奉

仕
活
動
と
し
て

・
災
害
救
護
に
関
す
る
奉
仕

・
保
健
衛
生
等
に
関
す
る
各
種
事
業
へ
の
奉

仕
・
社
会
福
祉
施
設
及
び
救
護
を
要
す
る
者
へ

の
奉
仕

な
ど
に
活
動
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

楳
澤
幸
江
委
員
長
以
下
二
十
名
の
団
員
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
赤
十
字
奉
仕
団
で
は
団

員
を
常
時
募
集
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
入
団

し
て
い
た
だ
け
る
方
は
役
場
住
民
課
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
報
告
事
項
と

し
て
昨
年
の
十
月
十
八
日
（
金
）
に
富
士
吉

田
市
で
開
催
さ
れ
た
「
第
二
十
五
回
赤
十
字

奉
仕
団
員
災
害
救
護
訓
練
大
会
」
に
丹
波
山

村
赤
十
字
奉
仕
団
を
含
む
二
十
六
チ
ー
ム
が

出
場
し
、
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。

救
急
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
離
着
陸
場

の
建
設
が
始
ま
り
ま
し
た

一口メモ

tヘリコプター離着陸場予定地

丹
波
山
村
消
防
団
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た

知
っ
て
ま
す
か

丹
波
山
村
赤
十
字
奉
仕
団
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第
五
十
六
回
山
梨
県
体
育
祭
小
管
・
丹
波

山
地
区
予
選
会
が
六
月
二
十
日（
金
）に
小

菅
村
で
開
催
さ
れ
、野
球
・
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
（
男
子
・
女
子
）の
四
種

目
が
行
わ
れ
ま
し
た
。各
会
場
と
も
白
熱
し

た
試
合
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
結
果
、野

球
が
県
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。選
手
の
皆
さ
ん
、お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

六
月
三
十
日
（
月
）
村
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

お
い
て
、
丹
波
山
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主

催
「
第
七
回
ふ
れ
あ
い
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
晴
天
の
な
か
八
チ
ー

ム
に
分
か
れ
熱
い
戦
い
を
繰
り
広
げ
、
ハ
ッ

ス
ル
プ
レ
ー
も
飛
び
出
す
な
か
親
睦
を
深
め

て
い
ま
し
た
。
結
果
は
、
鴨
沢
チ
ー
ム
Ａ

（
船
木
芳
男
・
舩
木
弥
平
・
酒
井
ク
ノ
・
岡

部
ト
キ
エ
・
河
村
光
義
）
が
優
勝
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
、
ご
苦
労
様
で
し
た
。

５月19日（月）中央公民館において、乳幼児健康診査が行われました。集まった子どもたちは、長谷川洋美
ちゃん（０歳）、古屋里乃ちゃん（０歳）、青柳拓真くん（１歳）、岡部晃也くん（１歳）、舩木俊成くん（２歳）、
大河龍弥くん（２歳）、廣瀬賢くん（２歳）、合計７人の元気な子どもたちが集まりました。身長や体重、尿検
査などを実施し、走り回る子どもや泣く子ども、疲れて寝てしまう子どもなどにぎやかな健康診査でした。

結
　
果

・
野
　
球
（
県
大
会
へ
）

〔
丹
波
山
　
13
―
０
　
小
　
管
〕

・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

〔
丹
波
山
　
１
―
２
　
小
　
管
〕

・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
（
男
子
）

〔
丹
波
山
　
０
―
２
　
小
　
管
〕

・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
（
女
子
）

〔
丹
波
山
　
１
―
２
　
小
　
管
〕

▲ 大河　龍弥くん

第
五
十
六
回
山
梨
県
体
育
祭

小
菅
・
丹
波
山
地
区
予
選
会

の
結
果

第
七
回
ふ
れ
あ
い

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
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昭
和
五
十
九
年
九
月
発
行
の
「
広
報
た
ば

や
ま
六
十
号
」
の
【
保
健
師
の
目
か
ら
】
と

い
う
ペ
ー
ジ
に
『
約
六
人
に
一
人
が
高
齢
者

（
六
十
五
歳
以
上
）
到
来
し
た
高
齢
者
社
会
』

と
い
う
記
事
が
あ
り
ま
し
た
。

二
十
年
ほ
ど
前
の
丹
波
山
村
は
、

◇
人
口
…
…
…
…
…
一
二
三
八
人

◇
年
少
人
口
（
〇
〜
十
四
歳
）

…
…
…
…
…
…
一
五
三
人

◇
生
産
年
齢
人
口（
十
五
〜
六
十
四
歳
）

…
…
…
…
…
…
八
七
四
人

◇
老
年
人
口
（
六
十
五
歳
以
上
）

…
…
…
…
…
…
二
一
一
人

六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
化
率
は
十
七
％
で

し
た
。

現
在
の
状
況
（
六
月
二
十
五
日
現
在
）
は
、

◇
人
口
…
…
…
…
…
…
八
九
二
人

◇
年
少
人
口
…
…
…
…
七
十
四
人

◇
生
産
年
齢
人
口
…
…
四
四
〇
人

◇
老
年
人
口
…
…
…
…
三
七
八
人

高
齢
化
率
は
四
十
二
％
で
『
約
五
人
に
二
人

が
高
齢
者
』
と
い
う
状
況
で
す
。

今
後
ま
す
ま
す
高
齢
化
が
進
ん
で
い
く
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

今
後
の
村
の
人
口
に
つ
い
て
考
え
て
み
て
く

だ
さ
い
。

丹
波
山
村
の
高
齢
化
率

「
広
報
た
ば
や
ま
六
十
号
」
の
記
事
か
ら
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村

の

人

口

◇平成15年年齢別人口比率（平成15年6月25日現在）

◇地区別高齢化率（昭和59年・平成15年）

s
広
報
た
ば
や
ま
六
十
号



（5） 広　報　　た　　ば　　や　　ま 第100号

■
平
成
十
四
年
度
丹
波
山
村
一
般

会
計
補
正
予
算
専
決
処
分
の
承
認

特
別
交
付
税
の
増
額
と
県
補
助
金
な
ど
の

減
額
に
よ
り
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
四
一，

四
七
七
千
円
を
追
加
す
る
補
正
予
算
を
専
決

処
分
し
た
の
で
、
こ
れ
を
報
告
し
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
平
成
十
四
年
度
の

一
般
会
計
は
総
額
一，

四
四
七，

七
三
七
千

円
に
な
り
ま
し
た
。

■
丹
波
山
村
税
条
例
の

改
正
専
決
処
分
の
承
認

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
村
の
条
例

の
改
正
が
必
要
に
な
っ
た
も
の
で
す
。
改
正

の
主
な
も
の
は
、
軽
自
動
車
税
の
賦
課
徴
収

に
必
要
な
申
告
書
が
全
国
統
一
さ
れ
る
こ
と

に
よ
る
申
告
手
続
き
の
見
直
し
や
村
た
ば
こ

税
の
税
率
改
正
な
ど
で
す
。

■
丹
波
山
村
手
数
料
条
例
の
改
正

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
伴

い
、
他
市
区
町
村
で
の
住
民
票
の
交
付
が
可

能
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、「
住
民

基
本
台
帳
カ
ー
ド
」
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

カ
ー
ド
発
行
手
数
料
と
し
て
、
一
枚
に
つ
き

五
〇
〇
円
が
か
か
り
ま
す
。

■
丹
波
山
村

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
改
正

保
険
税
率
の
改
正
及
び
地
方
税
法
の
改
正

に
伴
い
条
例
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。こ
の
改

正
に
よ
り
、平
成
十
五
年
度
の
国
民
健
康
保

険
税
を
賦
課
す
る
た
め
、所
得
割
額（
総
所
得

金
額
及
び
山
林
所
得
金
額
の
合
計
額
か
ら
控

除
額
を
引
い
た
後
の
総
所
得
金
額
及
び
山
林

所
得
金
額
の
合
計
額
×
税
率
）の
税
率
を
三．

九
％
か
ら
四．
〇
％
に
、資
産
割
額（
固
定
資
産

税
額
×
税
率
）の
税
率
を
五
十
四
％
か
ら
五
十

一
％
に
、均
等
割
額（
被
保
険
者
一
人
あ
た
り
）

を
一
〇，
二
〇
〇
円
か
ら
一
〇，
八
〇
〇
円
に
、

平
等
割
額（
一
世
帯
あ
た
り
）を
一
五，
〇
〇
〇

円
か
ら
一
五，
六
〇
〇
円
に
改
正
さ
れ
ま
す
。

■
平
成
十
五
年
度

丹
波
山
村
一
般
会
計
補
正
予
算

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
八，
三
五
四
千
円
を

追
加
し
、
総
額
一，
五
三
〇，
三
五
四
千
円

に
な
り
ま
し
た
。

■
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の

堅
持
に
関
す
る
意
見
書

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
は
、小
中
学
校

の
教
員・学
校
事
務
職
員・学
校
栄
養
職
員
の
給

与
の
一
定
割
合
を
国
で
負
担
す
る
制
度
で
す
。

し
か
し
、地
方
分
権
に
伴
う
役
割
分
担
論
や
財

政
事
情
の
悪
化
を
理
由
に
義
務
教
育
費
国
庫

負
担
制
度
の
見
直
し
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、現
行
の
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
金

制
度
の
堅
持
と
、日
本
国
憲
法
や
教
育
基
本
法

で
保
障
さ
れ
て
い
る
教
育
の
機
会
均
等
が
引
き

続
き
確
保
さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
も
の
で
す
。

村議会6月定例会

村議会の６月定例会は６月20日招集、会期４日間
で審議され、一般会計、老人保健特別会計、水源の里
保健休養施設事業特別会計の補正予算などの議案が提
案され、原案どおり可決されました。

五
月
八
日
（
木
）
の
臨
時
議
会
に
お

い
て
、
議
長
に
木
下
香
奈
子
さ
ん
、
副

議
長
に
岡
部
一
喜
さ
ん
を
選
出
し
、
新

し
い
委
員
会
構
成
も
決
ま
り
ま
し
た
。

総
務
教
育
常
任
委
員
会

・
委
員
長
　
青
p

安
江

・
副
委
員
長
　
松
島
　
三
郎

・
委
　
　
員
　
岡
部
　
　
靖

守
屋
　
富
重

守
屋
　
徳
重
　

厚
生
経
済
常
任
委
員
会

・
委
員
長
　
白
木
　
昭
一

・
副
委
員
長
　
酒
井
　
重
幸

・
委
　
　
員
　
木
下
香
奈
子

岡
部
　
一
喜

守
屋
　
茂
久

こ
の
議
会
で
決
ま
っ
た
主
な
も
の

村
議
会
議
員
の
構
成

▲岡部　一喜　副議長 ▲木下香奈子　議長
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お
子
さ
ま
の
「
き
こ
え
」「
こ
と
ば
」
の

こ
と
で
不
安
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
少
し
で
も

不
安
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
言
語
聴
覚
士
の
資
格
の
あ
る

教
員
が
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◇
日
　
時

七
月
十
八
日
（
金
）
〜
二
十
日
（
日
）

午
前
十
時
〜
午
後
五
時

◇
場
　
所

山
梨
県
立
ろ
う
学
校
（
山
梨
市
）

◇
対
象
児

０
歳
児
よ
り

◇
相
談
内
容

①
お
子
さ
ま
の
「
き
こ
え
」「
こ
と
ば
」

に
関
す
る
悩
み
相
談

②
「
き
こ
え
」「
こ
と
ば
」
に
不
安
の
あ

る
お
子
さ
ま
へ
の
か
か
わ
り
方
の
ア
ド

バ
イ
ス

③
聴
力
検
査

④
補
聴
器
調
整

◇
申
し
込
み
方
法

事
前
に
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
日
時
を
予
約
し

て
く
だ
さ
い

◇
問
い
合
わ
せ

電
　
話
　
０
５
５
３
―
２
２
―
１
３
７
８
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
５
５
３
―
２
２
―
６
４
１
９

北
都
留
地
域
各
市
町
村
の
農
業
者
に
呼
び

か
け
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
持
ち
寄
っ
た
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
の
品
評
会
を
行
う
と
と
も
に
、
農
産

物
の
即
売
会
を
行
い
ま
す
。
農
業
を
行
う

方
々
の
情
報
交
換
を
図
り
、
相
互
の
連
絡
や

協
調
を
深
め
る
と
と
も
に
、
地
域
の
方
々
に

活
動
の
状
況
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

◇
日
　
時
　

・
モ
ロ
コ
シ
品
評
会

八
月
一
日
（
金
）

午
前
十
時
よ
り
持
ち
込
み

・
品
評
会
入
賞
作
品
展
示

八
月
二
日
（
土
）
午
前
九
時
〜
十
一
時

・
農
産
物
即
売
会

八
月
二
日
（
土
）
午
前
九
時
〜
十
一
時

◇
場
　
所
　

北
都
留
合
同
庁
舎
前
庭
（
大
月
市
）

◇
問
い
合
わ
せ

北
都
留
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

（
０
５
５
４
―
２
２
―
７
８
０
６
）

夏
休
み
の
期
間
中
、
こ
ど
も
た
ち
を
対
象

に
も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ
を
体
験
し
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
夏
休
み
こ
ど
も
ク

ラ
フ
ト
体
験
教
室
」
を
企
画
い
た
し
ま
し
た
。

◇
期
　
間

七
月
二
十
六
日
〜
二
十
七
日

◇
内
　
容

・
陶
芸
教
室
　
（
参
加
料
１，
０
０
０
円
）

・
か
み
す
き
教
室（
参
加
料
　
２
０
０
円
）

・
し
ぼ
り
染
め
教
室

（
参
加
料
　
５
０
０
円
）

・
切
り
絵
教
室
（
参
加
料
　
２
０
０
円
）

・
手
織
教
室
　
（
参
加
料
　
３
０
０
円
）

◇
期
　
間

八
月
二
日
〜
三
日

◇
内
　
容

・
陶
芸
教
室
　
（
参
加
料
１，
０
０
０
円
）

・
か
み
す
き
教
室（
参
加
料
　
２
０
０
円
）

・
木
工
教
室
　
（
参
加
料
　
３
０
０
円
）

・
切
り
絵
教
室
（
参
加
料
　
２
０
０
円
）

・
手
織
教
室
　
（
参
加
料
　
３
０
０
円
）

◇
受
付
時
間

午
前
十
時
〜
午
後
四
時

◇
体
験
時
間

三
十
分
か
ら
一
時
間
程
度

◇
体
験
場
所

山
梨
県
郡
内
地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー
（
富
士
吉
田
市
）

◇
問
い
合
わ
せ

山
梨
県
郡
内
地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー
（
０
５
５
５
―
２
４
―
４
４
０
６
）

夏
休
み
子
ど
も
の
「
き
こ
え
」
と

「
こ
と
ば
」
の
相
談
会

第
二
回
「
モ
ロ
コ
シ
祭
り
」

品
評
会
・
即
売
会

夏
休
み
こ
ど
も
ク
ラ
フ
ト

体
験
教
室

市町村振興宝くじ

サマージャンボ宝くじ
1等・前後賞合わせて3億円。2等だって1億円！

１　等　２億円×42本
前後賞　各5,000万円
２　等　１億円×168本

☆発売期間 ７月14日（月）～８月１日（金）
☆抽 選 日 ８月12日（火）
※この宝くじの収益金は、市町村の明るく住み良い街づ
くりに使われます。
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山
梨
労
働
局
で
は
、
労
働
関
係
に
関
す
る

事
項
に
つ
い
て
の
個
々
の
労
働
者
と
事
業
主

と
の
間
の
紛
争
（
個
別
労
働
紛
争
）
の
解
決

を
支
援
す
る
た
め
、

・
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
で
の
相
談
、
情

報
提
供

・
紛
争
調
整
委
員
に
よ
る
あ
っ
せ
ん

等
を
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。

◇
問
い
合
わ
せ

山
梨
労
働
局
総
務
部
企
画
室

（
０
５
５
―
２
５
２
―
４
８
５
４
）

都
留
労
働
基
準
監
督
署
総
合
労
働
相
談

コ
ー
ナ
ー（
０
５
５
４
―
４
３
―
２
１
９
５
）

四
月
八
日
（
火
）
の
保
之
瀬
地
内
土
砂
崩

落
は
、
国
道
四
一
一
号
線
が
通
行
止
め
、
電

気
が
停
電
、
電
話
が
不
通
、
テ
レ
ビ
が
映
ら

な
く
な
り
大
変
不
自
由
な
生
活
を
余
儀
な
く

さ
れ
ま
し
た
。
災
害
等
が
発
生
し
た
と
き
に

は
、
防
災
無
線
が
威
力
を
発
揮
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
が
、「
個
別
受
信
機
が
聞
こ
え

な
か
っ
た
」
と
い
う
電
話

が
役
場
に
数
件
あ
り
ま
し

た
。
個
別
受
信
機
に
は
、

停
電
時
の
た
め
の
予
備
電

源
と
し
て
単
二
形
電
池
が

四
本
入
る
電
池
ケ
ー
ス
が

あ
り
ま
す
。

雷
雨
や
集
中
豪
雨
が
発
生
し
や
す
い
季
節

に
な
り
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
電
池
を
確

認
し
て
い
た
だ
き
、
古
い
電
池
は
新
し
い
電

池
と
取
り
替
え
て
く
だ
さ
い
。

警
察
で
は
、
各
種
相
談
窓
口
を
設
け
、
犯

罪
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
、
そ
の
ご
家
族
の
方

な
ど
か
ら
の
様
々
な
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
警
察
だ
け
で
対
応
で
き
な
い
相

談
に
つ
い
て
は
、
専
門
の
相
談
機
関
等
を
ご

紹
介
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
び
、
県
民
相
談
セ
ン
タ
ー
の
協
力

を
得
て
、
弁
護
士
に
よ
る
「
犯
罪
被
害
者
の

た
め
の
無
料
法
律
相
談
室
」
を
開
設
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
無
料
法
律
相
談

室
は
予
約
制
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
あ

ら
か
じ
め
お
申
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◇
開
設
日
時

七
月
二
十
五
日
（
金
）

午
後
一
時
〜
午
後
四
時

◇
開
設
場
所

県
民
相
談
セ
ン
タ
ー

（
甲
府
市
「
旧
西
武
デ
パ
ー
ト
二
階
」）

◇
相
談
時
間

一
人
三
十
分
間

◇
ご
予
約

七
月
二
十
四
日
（
木
）
ま
で
の
受
付

で
す
。

◇
問
い
合
わ
せ

平
日
の
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で

に
、
山
梨
県
警
察
警
務
課
犯
罪
被
害
者
対
策

室
（
０
５
５
―
２
３
５
―
２
１
２
１
）
へ

職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
で
お
困
り
の

皆
さ
ん
へ

個
別
受
信
機
の
電
池
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い

犯
罪
被
害
者
の
た
め
の

無
料
法
律
相
談
室

夏の訪れとともに、電力消費がピークを迎えます。しかし、首都圏に電力の4割以上を供給してい
る原子力発電所のほとんどが安全点検のため停止しており、電力不足となることが懸念されておりま
す。そこで、家庭でできる節電を紹介します。

電気を使用している一人ひとりが節電に心がけていただくようご協力お願いします。

□エアコンの設定温度は28℃
に（冷房温度を１度上げた
場合、１ヶ月で約100円の
節電）
□使わない電化製品は、コン
セントから抜く
□冷蔵庫は中身を整理し、開
ける回数を少なく、時間は
短く
□冷蔵庫の設定温度は、適温
設定に（設定温度が「強」の
場合、「弱」に比べ約20％
消費電力が増加します。）

□電気ポットのお湯は保温せ
ずに使うたびに沸騰させる
□テレビは見ないとき消す
（１日１時間短縮した場合、
１ヶ月で約70円の節電）
□電化製品を買い換える時は
省エネ型製品に
□温水洗浄便座は使わないと
きはふたを閉め、設定温度
を低めに（ふたを閉めてい
ただくと最大11％消費電
力が少なくなります。）

節電キャンペーンのお知らせ
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区
長

・
奥
　
秋
　
清
水
　
敏
男

・
上
　
組
　
守
屋
　
茂
久

・
中
　
組
　
守
岡
　
　
明

・
下
　
組
　
河
村
　
春
樹

・
高
　
尾
　
白
木
　
道
雄

・
押
垣
外
　
岡
部
　
昭
夫

・
保
之
瀬
　
舩
木
　
秀
恭

・
所
　
畑
　
吉
野
　
光
男

・
鴨
　
沢
　
河
村
　
利
一

・
小
　
袖
　
酒
井
　
正
光

区
長
代
理

・
奥
　
秋
　
舩
木
　
久
夫

・
上
　
組
　
守
屋
　
政
富

・
中
　
組
　
守
岡
　
昌
富

・
下
　
組
　
青
柳
　
秀
和

・
高
　
尾
　
橋
詰
　
五
郎

・
押
垣
外
　
岡
部
　
光
治

・
保
之
瀬
　
舩
木
　
和
久

・
所
　
畑
　
岡
部
　
伴
作

・
鴨
　
沢
　
松
島
　
三
郎

・
小
　
袖
　
小
林
　
一
三

衛
生
協
力
員

・
奥
　
秋
　
幸
山
武
一
郎

・
上
　
組
　
守
屋
　
政
富

・
中
　
組
　
守
屋
　
和
男

・
下
　
組
　
青
柳
　
長
雄

・
高
　
尾
　
楳
澤
　
武
人

・
押
垣
外
　
岡
部
　
政
幸

・
保
之
瀬
　
舩
木
　
好
一
・
舩
木
　
春
男

・
所
　
畑
　
吉
野
　
光
男

・
鴨
　
沢
　
岡
部
　
　
靖

・
小
　
袖
　
小
林
　
敏
男

選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長
　
　
舩
木
　
進
五
（
下
組
）

職
務
代
理
　
守
屋
　
精
治
（
中
組
）

委
　
員
　
　
舩
木
　
昭
夫
（
保
之
瀬
）

委
　
員
　
　
嶋
崎
　
勝
彦
（
高
尾
）

監
査
委
員

河
村
　
利
一
（
鴨
沢
）

岡
部
　
　
靖
（
鴨
沢
）

公
平
委
員

守
屋
　
和
男
（
中
組
）

小
林
　
永
治
（
保
之
瀬
）

嶋
崎
　
庄
市
（
所
畑
）

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
　
員
　
　
河
村
　
康
治
（
奥
秋
）

委
　
員
　
　
守
屋
　
要
作
（
奥
秋
）

委
　
員
　
　
河
村
　
豊
作
（
保
之
瀬
）

民
生
委
員

会
　
長
　
　
舩
木
日
出
夫
（
保
之
瀬
）

副
会
長
　
　
舩
木
　
憲
夫
（
奥
秋
）

委
　
員
　
　
舩
木
　
泰
造
（
下
組
）

委
　
員
　
　
小
林
　
久
雄
（
高
尾
）

委
　
員
　
　
酒
井
　
正
光
（
小
袖
）

委
　
員
　
　
川
端
　
勇
一
（
上
組
）

委
　
員
　
　
守
屋
　
和
子
（
中
組
）

委
　
員
　
　
芦
澤
　
義
広
（
押
垣
外
）

委
　
員
　
　
吉
野
　
涼
子
（
鴨
沢
）

主
任
児
童
委
員
　
酒
井
　
重
幸
（
中
組
）

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

会
　
長
　
　
白
木
　
昭
一
（
上
組
）

委
　
員
　
　
酒
井
　
重
幸
（
中
組
）

委
　
員
　
　
嶋
崎
　
義
人
（
上
組
）

委
　
員
　
　
河
村
　
豊
作
（
保
之
瀬
）

委
　
員
　
　
古
屋
　
禎
男
（
医
師
）

委
　
員
　
　
渡
邊
日
出
男
（
歯
科
医
師
）

農
業
委
員
会

会
　
長
　
　
舩
木
　
義
忠
（
保
之
瀬
）

代
　
理
　
　
守
屋
　
武
雄
（
所
畑
）

委
　
員
　
　
岡
部
　
秀
樹
（
奥
秋
）

委
　
員
　
　
守
屋
　
雅
博
（
中
組
）

委
　
員
　
　
山
田
　
　
久
（
高
尾
）

委
　
員
　
　
岡
部
　
良
雄
（
押
垣
外
）

委
　
員
　
　
小
林
　
喜
六
（
小
袖
）

委
　
員
　
　
金
丸
　
利
丁
（
鴨
沢
）

委
　
員
　
　
白
木
　
昭
一
（
上
組
）

委
　
員
　
　
木
下
　
弥
平
（
奥
秋
）

委
　
員
　
　
安
藤
　
昭
夫
（
上
組
）

教
育
委
員

委
員
長
　
　
廣
瀬
　
俊
之
（
上
組
）

職
務
代
理
　
舩
木
　
弥
平
（
鴨
沢
）

委
　
員
　
　
嶋
崎
　
義
人
（
上
組
）

教
育
長
　
　
嶋
崎
　
常
雄
（
高
尾
）

体
育
指
導
委
員

会
　
長
　
　
守
屋
　
茂
富
（
高
尾
）

副
会
長
　
　
守
屋
　
孝
芳
（
中
組
）

委
　
員
　
　
芦
澤
　
文
男
（
奥
秋
）

委
　
員
　
　
古
屋
　
昌
信
（
上
組
）

委
　
員
　
　
坂
本
　
裕
子
（
下
組
）

委
　
員
　
　
青
柳
真
奈
美
（
高
尾
）

社
会
教
育
委
員

委
員
長
　
　
藤
原
　
　
貢
（
中
組
）

委
　
員
　
　
岡
部
　
春
子
（
鴨
沢
）

委
　
員
　
　
吉
野
　
勝
一
（
鴨
沢
）

委
　
員
　
　
酒
井
　
智
子
（
中
組
）

委
　
員
　
　
河
村
　
保
子
（
下
組
）

委
　
員
　
　
石
合
　
廣
光
（
小
学
校
長
）

委
　
員
　
　
丸
田
　
修
身
（
中
学
校
長
）

委
　
員
　
　
橋
詰
　
昭
人
（
高
尾
）

委
　
員
　
　
河
村
　
義
信
（
鴨
沢
）

文
化
財
審
議
会

委
　
員
　
　
木
下
　
　
勲
（
奥
秋
）

委
　
員
　
　
舩
木
日
出
夫
（
保
之
瀬
）

委
　
員
　
　
岡
部
　
一
喜
（
下
組
）

委
　
員
　
　
小
林
　
喜
六
（
小
袖
）

委
　
員
　
　
嶋
崎
　
庄
市
（
所
畑
）

交
通
安
全
協
会

上
野
原
交
通
安
全
協
会

本
会
役
員
　
嶋
崎
　
庄
市
（
所
畑
）

丹
波
山
村
支
部

支
部
長
　
　
舩
木
　
久
夫
（
奥
秋
）

各
種
役
員
紹
介
（
敬
称
略
）
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副
支
部
長
　
舩
木
　
泰
造
（
下
組
）

評
議
員
　
　
守
屋
　
要
作
（
奥
秋
）

評
議
員
　
　
小
池
　
文
夫
（
上
組
）

評
議
員
　
　
吉
村
　
一
彦
（
中
組
）

評
議
員
　
　
青
柳
　
長
雄
（
下
組
）

評
議
員
　
　
吉
村
　
好
一
（
高
尾
）

評
議
員
　
　
舩
木
　
徳
生
（
押
垣
外
）

評
議
員
　
　
舩
木
　
由
正
（
保
之
瀬
）

評
議
員
　
　
河
村
　
清
一
（
所
畑
）

評
議
員
　
　
山
森
　
浩
人
（
奥
秋
）

評
議
員
　
　
小
林
　
敏
男
（
小
袖
）

事
務
局
　
　
木
下
　
修
一
（
奥
秋
）

行
政
相
談
委
員

委
　
員
　
　
嶋
崎
美
津
子
（
高
尾
）

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
　
長
　
　
嶋
崎
　
庄
市
（
所
畑
）

副
会
長
　
　
広
瀬
　
栄
一
（
下
組
）

副
会
長
　
　
木
下
ル
リ
子
（
奥
秋
）

監
　
事
　
　
酒
井
　
　
学
（
鴨
沢
）

監
　
事
　
　
芦
澤
　
静
子
（
奥
秋
）

食
生
活
改
善
推
進
委
員
会

会
　
長
　
　
岡
部
　
静
江
（
押
垣
外
）

副
会
長
　
　
守
屋
　
ケ
イ
（
下
組
）

副
会
長
　
　
吉
野
　
洋
子
（
鴨
沢
）

会
　
計
　
　
木
下
　
正
子
（
奥
秋
）

監
　
査
　
　
小
林
千
代
子
（
高
尾
）

顧
　
問
　
　
岡
部
　
春
子
（
鴨
沢
）

会
　
員
　
　
木
下
ル
リ
子
（
奥
秋
）

会
　
員
　
　
芦
澤
美
奈
子
（
下
組
）

会
　
員
　
　
守
屋
　
繁
子
（
下
組
）

会
　
員
　
　
白
木
　
梅
代
（
高
尾
）

会
　
員
　
　
芦
澤
タ
カ
エ
（
押
垣
外
）

会
　
員
　
　
河
村
　
ハ
ナ
（
鴨
沢
）

会
　
員
　
　
沼
田
千
恵
子
（
鴨
沢
）

会
　
員
　
　
酒
井
　
幸
子
（
鴨
沢
）

会
　
員
　
　
小
林
　
祥
子
（
小
袖
）

会
　
員
　
　
酒
井
き
ぬ
子
（
小
袖
）

消
防
委
員

委
　
員
　
　
嶋
崎
　
常
雄
（
高
尾
）

委
　
員
　
　
舩
木
　
義
忠
（
保
之
瀬
）

委
　
員
　
　
舩
木
　
昭
和
（
団
長
）

委
　
員
　
　
岡
部
　
　
清
（
副
団
長
）

委
　
員
　
　
藤
原
　
　
貢
（
副
団
長
）

消
防
団

団
　
長
　
　
舩
木
　
昭
和
（
押
垣
外
）

副
団
長
　
　
岡
部
　
　
清
（
保
之
瀬
）

副
団
長
　
　
藤
原
　
　
貢
（
中
組
）

第
一
部
長
　
舩
木
　
良
哲
（
保
之
瀬
）

第
二
部
長
　
広
瀬
　
浩
蔵
（
押
垣
外
）

第
一
部
専
任
班
長
　

青
柳
　
和
夫
（
高
尾
）

第
二
部
専
任
班
長
　

酒
井
　
一
彦
（
小
袖
）

第
二
部
専
任
班
長
　

舩
木
　
　
努
（
保
之
瀬
）

教
育
委
員
に
嶋
崎
義
人
氏

六
月
二
十
三
日
付
け
で
嶋
崎
義
人
さ

ん
が
教
育
委
員
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

▲古屋里乃ちゃん（０歳）
生年月日 平成14年７月24日
（上組・昌信さん）

▲舩木俊成くん（２歳）
生年月日 平成13年５月27日
（押垣外・正之さん）

平成15年４月１日から６月30日

までに受理したものです。（敬称略）

おめでた 健やかなご成長を

・芦澤
あしざわ

優希
ゆ う き

（男）６月20日生

（将一郎・ゆかり）〔下組〕

おくやみ ご冥福をお祈り申し上げます

・奥村　テル　83歳〔鴨沢〕

・嶋崎　　強　72歳〔奥秋〕

・岡部あき子　77歳〔押垣外〕

・木下　政美　74歳〔奥秋〕

・木下　成子　69歳〔奥秋〕

・岡部ユキエ　97歳〔押垣外〕

・河村　好一　70歳〔高尾〕

・田中　幾廣　77歳〔下組〕
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「国民みんなが元気で長生き」を目指して5月1日から『健康増進法』が施行されました。これは「健康づ
くりは自らの意志で取り組むものでよりよい環境の整備により、個人の努力を支えていくこと」を健康増進
の基本理念としています。国民一人ひとりの健康づくりを社会全体で支えるため、「健康日本21」が2000
年から2010年までの国民健康づくり運動として推進されており、『健康増進法』は、「健康日本21」を支え
る法的基盤としてつくられたものです。

大
月
市
消
防
署
丹
波
山
出
張
所
職

員
が
一
名
欠
員
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た

が
、
五
月
一
日
付
け
で
舩
木
政
和
を
新

採
用
職
員
と
し
て
迎
え
ま
し
た
。

「
大
月
市
消
防
署
丹
波
山
出
張
所

に
勤
務
と
な
り
ま
し
た
舩
木
政
和
で

す
。
勤
務
日
に
は
村
内
を
ラ
ン
ニ
ン

グ
し
て
い
ま
す
の
で
気
軽
に
声
を
か
け

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

一
生
懸
命
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。」

大
月
市
消
防
署
丹
波
山

出
張
所
職
員
の
舩
木
で
す

生
年
月
日
　
昭
和
五
十
八
年
六
月
八
日

出
身
地
　
山
梨
県
小
菅
村

「みんなが健康で明るく、元気に生活できる社会」の実現のために、「健康日本21」では、国や都道府県、市（区）

町村、企業や学校などの健康づくりにおける役割を明確にし、さらに9つの領域で具体的な目標を掲げています。

個人と社会の力をつなぐ国民健康づくり運動「健康日本21」個人と社会の力をつなぐ国民健康づくり運動「健康日本21」
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みんなで守ろう公共交通機関
西東京バス時刻表（平成15年４月７日改正）

丹波・鴨沢西行 奥多摩駅行

奥多摩駅 鴨　沢 鴨沢西 所　畑 保之瀬 丹　波

6：05 6：40 6：45

6：30 7：05 7：10

6：55 7：30 7：35

8：30 9：05 9：07 9：08 9：15 9：26

9：30 10：05 10：07 10：08 10：15 10：26

11：00 11：35 11：40

12：50 13：25 13：27 13：28 13：35 13：46

13：15 13：50 13：55

14：20 14：55 15：00

15：25 16：00 16：02 16：03 16：10 16：21

16：50 17：25 17：27 17：28 17：35 17：46

18：50 19：25 19：30

奥多摩駅 鴨　沢 鴨沢西 所　畑 保之瀬 丹　波

6：05 6：40 6：45

6：30 7：05 7：10

6：55 7：30 7：35

8：30 9：05 9：07 9：08 9：15 9：26

9：30 10：05 10：07 10：08 10：15 10：26

11：00 11：35 11：40

12：50 13：25 13：27 13：28 13：35 13：46

13：15 13：50 13：55

15：25 16：00 16：02 16：03 16：10 16：21

16：50 17：25 17：27 17：28 17：35 17：46

18：25 19：00 19：05

奥多摩駅 鴨　沢 鴨沢西 所　畑 保之瀬 丹　波

5：45 6：20 6：25

6：05 6：40 6：45

6：55 7：30 7：32 7：33 7：40 7：51

8：45 9：20 9：25

9：40 10：15 10：17 10：18 10：25 10：36

10：45 11：20 11：25

12：40 13：15 13：17 13：18 13：25 13：36

14：40 15：15 15：17 15：18 15：25 15：36

16：10 16：45 16：50

17：40 18：15 18：17 18：18 18：25 18：36

19：20 19：55 20：00

丹　波 保之瀬 所　畑 鴨沢西 鴨　沢 奥多摩駅

6：27 6：29 7：07

6：55 6：57 7：35

8：10 8：18 8：25 8：26 8：28 9：06

9：30 9：32 10：10

10：45 10：53 11：00 11：01 11：03 11：41

11：30 11：32 12：10

13：45 13：53 14：00 14：01 14：03 14：41

15：45 15：53 16：00 16：01 16：03 16：41

16：55 16：57 17：35

18：50 18：58 19：05 19：06 19：08 19：46

20：05 20：07 20：45

丹　波 保之瀬 所　畑 鴨沢西 鴨　沢 奥多摩駅

6：50 6：52 7：30

7：15 7：17 7：55

7：45 7：47 8：25

9：40 9：48 9：55 9：56 9：58 10：36

10：30 10：38 10：45 10：46 10：48 11：26

11：42 11：44 12：22

13：55 13：57 14：35

14：20 14：28 14：35 14：36 14：38 15：16

16：50 16：58 17：05 17：06 17：08 17：46

18：10 18：18 18：25 18：26 18：28 19：06

19：09 19：11 19：49

丹　波 保之瀬 所　畑 鴨沢西 鴨　沢 奥多摩駅

6：50 6：52 7：30

7：15 7：17 7：55

7：45 7：47 8：25

9：40 9：48 9：55 9：56 9：58 10：36

10：30 10：38 10：45 10：46 10：48 11：26

11：42 11：44 12：22

13：55 13：57 14：35

14：20 14：28 14：35 14：36 14：38 15：16

15：30 15：32 16：10

16：50 16：58 17：05 17：06 17：08 17：46

18：10 18：18 18：25 18：26 18：28 19：06

19：35 19：37 20：15

〔平日〕

〔土曜〕

〔日曜・祝日〕

〔平日〕

〔土曜〕

〔日曜・祝日〕


